平成24年第３回奥多摩町議会定例会連合審査会会議録
1.　平成24年９月12日午前10時00分、第３回奥多摩町議会定例会連合審査会が奥多摩町議会議場に招集された。

2.　出席議員は次のとおりである。

　　　　第１番　石田　芳英君　　第２番　宮野　　亨君　　第３番　高橋　邦男君

　　　　第４番　原島　幸次君　　第５番　杉村　良一君　　第６番　村木　征一君

　　　　第７番　師岡　伸公君　　第８番　酒井　正利君　　第９番　須崎　　眞君

　　　　第10番　竹内　和男君　　第11番　清水　典子君　　第12番　前田　悦男君

３　欠席議員は次のとおりである。

　　　　な　し

４　会議事件は次のとおりである。

　　　　別紙本日の『議事日程表』のとおり

５　職務のため出席した者は次のとおりである。

　　　　議会事務局長　浜野　武雄君　　議会係長　浅見　隆久君

６　地方自治法第121条の規定による出席説明員は、次のとおりである。

　　　　町　　　　　長　河村　文夫君　　副　 町 　長　加藤　一美君

　　　　教育長　栃元　　誠君　　企画財政課長　若菜　伸一君

　　　　企画財政課主幹　守屋　吉彦君　　総務課長　原島　　肇君

　　　　住　民　課　長　宮田　昭治君　　福祉保健課長　清水　信行君

　　　　観光産業課長　加藤　博士君　　地域整備課長　川村　文雄君

　　　　教育課長　井上　永一君　　会計管理者　清水　　明君

　　　　病院事務長　河村　光春君

平成24年第３回奥多摩町議会定例会

連　合　審　査　会　議　事　日　程

平成24年９月12日（水）

午前10時00分開会・開議

	日程
	議案番号
	議　　　案　　　名
	結　　果

	１
	――
	議長開会・開議宣告
	――

	２
	――
	会期の決定について
	決　　定

	３
	議案第57号
	平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）
	可決すべきもの

	４
	議案第58号
	平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	５
	議案第59号
	平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	６
	議案第60号
	平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	７
	議案第61号
	平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
	可決すべきもの

	８
	議案第62号
	平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算
（第１号）
	可決すべきもの

	９
	議案第63号
	平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算
（第１号）
	可決すべきもの


（閉会　午後１時05分）

午前10時00分　開会・開議
○議長（清水　典子君）　皆さん、おはようございます。これより本日の連合審査会を開会、開議します。

　本日の出席委員は11名です。直ちに会議を開きます。

　初めに、日程第２　会期の決定について、を議題とします。

　お諮りします。本審査会の会期については本日１日限りとしたいと思いますが、これにご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　ご異議なしと認めます。よって、本審査会の会期は本日１日限りと決定しました。

本日の連合審査会は、お手元に配付してある日程表のとおり、９月11日の本会議第１日に付託された日程第３　議案第57号　平成24年度奥多摩町一般会計補正予算（第２号）及び日程第４　議案第58号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第５　議案第59号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）、日程第６　議案第60号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）、日程第７　議案第61号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第８　議案第62号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）、日程第９　議案第63号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上７件について常任委員会合同で審査を行います。

　審査を行う前に各課長にお願いします。説明は、自席に着席したままで簡潔に行っていただくようお願いします。

　初めに、議案第57号について、各課長から順次所管の説明を求めます。企画財政課長。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　それでは、一般会計補正予算書７ページをお開きください。歳入でございます。
　款08地方特例交付金は943万円の減、次の款09地方交付税は２億345万6,000円の増で、いずれも交付決定通知によるものでございます。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次の款11分担金及び負担金ですが、目の01農林水産業分担金２万1,000円の増額につきましては、簡易給水施設の加入分担金になります。

　次の、款12使用料及び手数料ですが、目の農林水産業使用料4,000円の増額につきましては、簡易給水施設使用料の増になります。
○福祉保健課長（清水　信行君）　款14都支出金でございます。民生費都補助金、社会福祉費補助金56万8,000円の増は、高齢社会対策包括補助事業補助金で実施している高齢者福祉地域支援事業費、高齢者緊急通報システム事業費及び高齢者火災安全システム事業費について、新たに福祉サービスについての冊子を郵送する郵券代と緊急通報システムの機器及び火災安全システムの機器を購入するための費用等について、おおむねその２分の１の補助率で補助金の増額を見込んだものでございます。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の農業水産業費都補助金の農業費補助金18万2,000円の減額でございますが、説明にあります農業委員会補助金の増と農作物獣害防止対策事業費補助金の減、ともに交付決定によるものでございます。

○地域整備課長（川村　文雄君）　次の02林業費補助金1,253万5,000円減額のうち都補助林道補助金1,368万5,000円減額につきましては、説明欄記載のとおりの補助金内示額の減によるものでございます。
○観光産業課長（加藤　博士君）　次の説明欄、環境政策推進事業費の115万円の増額でございますが、後ほど歳出でご説明します木質バイオマス利活用システム実証実験に伴う２分の１の補助によるもので、東京都の要綱確定を待って申請をした結果、補正をお願いするものです。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次に、８ページをご覧ください。目の06土木費都補助金1,283万円の減額につきましては、説明欄記載のとおり補助金内示額減額によるものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費都補助金でございますが、250万円の増額となります。保健体育費補助金として、第68回国民体育大会の開催気運を醸成し、その開催を記念するために行う事業に対する都補助金制度が整備されたことから、補助率10分の10で予算措置をさせていただきました。

　内容につきましては、歳出でご説明いたします。

○総務課長（原島　　肇君）　続きまして、都支出金の都委託金に入ります。

　総務費委託金、選挙費委託金では、審査・証明事務経費交付金７万3,000円の増となっておりますが、これは原発再稼働に関する住民投票条例請求に基づく署名の審査経費、縦覧経費でございます。

　次の統計調査費委託金８万4,000円の増は、経済センサス調査費交付決定額の増によるものでございます。

○教育課長（井上　永一君）　次に、教育費委託金でございますが、109万9,000円の増額となります。教育総務費委託金として、言語能力向上推進事業委託金を59万9,000円、スポーツ教育推進校事業委託金50万円をそれぞれ計上するもので、詳細につきましては歳出でご説明いたしますが、東京都で実施する取り組みへ町内の学校が指定されたことによる委託金でございます。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　９ページをお開きください。款17繰入金、特別会計繰入金では、介護保険特別会計繰入金602万8,000円の増、次の後期高齢者医療特別会計繰入金252万円の増は、いずれも額の確定によるものです。
　次の基金繰入金では、財政調整基金繰入金1,600万円の減、公共施設整備基金繰入金1,200万円の減、減債基金繰入金5,000万円の減、観光施設等整備基金繰入金1,000万円の減は、いずれも本年度取り崩し分の戻し入れを行うもので、財源調整によるものでございます。
　次の款18繰越金１億346万2,000円の増は、前年度繰越金の額の確定によるものです。

○観光産業課長（加藤　博士君）　次の諸収入、森林再生事業受託収入496万8,000円の減、それと下の花粉症発生源対策事業受託収入1,645万3,000円の減、ともに東京都との契約確定によるものでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　10ページをご覧ください。款20町債では、臨時財政対策債103万2,000円の増は、発行可能額の決定通知によるものでございます。

　以上をもちまして歳入の説明を終わります。

○総務課長（原島　　肇君）　補正予算書11ページからは歳出になりますが、その前に人件費について総括的に説明をさせていただきます。
　補正予算書の38ページ、給与費明細書をご覧ください。

初めに、特別職の給与費明細書でございます。下段の比較の欄をご覧ください。
その他の職員数が34名の減となりますが、当初の委員数の誤りで、今回訂正させていただきました。

報酬は13万8,000円の増となりますが、消防団員の増員分の増、町長選挙執行済みによる減によるものです。
　次ページをお願いします。一般職でございます。
　３行目の比較の欄ですが、職員数に変更はありません。給与費の給料は373万9,000円の減、職員手当は318万7,000円の増、１つ飛ばしまして共済費は153万7,000円の増、合計で98万5,000円の増となります。給料は人事異動による減、共済費は人事異動及び地方公務員災害補償基金特別負担金の増となります。

下段の職員手当の内訳ですが、こちらも比較の欄をご覧ください。扶養手当、地域手当、住居手当につきましては人事異動によるもの、管理職手当は１名増員によるもの、超過勤務手当は年間所要額の調整でございます。その後の通勤手当、それから最下段の期末勤勉手当、退職組合負担金につきましては人事異動によるもの、子ども手当につきましては出生増によるものでございます。

以上で給与費明細書の説明を終わります。
11ページにお戻りください。歳出に入ります。
01議会費の議会事務局費は、25万3,000円を減額し1,171万2,000円とするものですが、人事異動による人件費の所要の調整です。

　款02総務費に入ります。総務管理費の一般管理費では980万円を増額し２億5,163万6,000円とするものです。給料から職員手当につきましては人件費の調整です。04共済費は35万2,000円の増額で、地方公務員災害補償基金によります東日本大震災に伴う特別負担金で、単年度限りの負担となります。
委託料は、次ページになりますが、職員採用試験委託料で日本人事研究センターに委託して行うものですが、９月16日に採用試験を実施する予定となっております。今回は、西多摩４町村並びに青梅市が同日に行う統一試験となっております。現在の応募者は28名となっております。
19の負担金・補助及び交付金は、今年度より町長が東京都町村会長に就任したことに伴い、町村会の会長町村である奥多摩町が都町村会負担金1,500万円及び西多摩郡町村会特別分担金を東京都に代わり先行して負担するもので、年度末に市町村総合交付金に含まれ町に支出されるものです。

続きまして、庁舎管理費は備品購入費を86万4,000円の増額するもので、一部破損や不良が認められる机、イスの交換を計画するものです。
続きまして、広報費では、備品購入費を８万6,000円増額するもので、ＰＲ用の焼き印及び電気ゴテを購入するものです。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の財政管理費１万8,000円の増は、備品購入で、旧小河内出張所建物に設置する消火器を購入するものです。
　次の企画費のうち企画事業費30万5,000円の増は、新たに今年10月、都庁におきまして多摩川水源森林隊10周年記念行事が開催されることに伴いまして、これに参加するための経費といたしまして、報償費で出演者３団体の謝礼として20万円、次の食糧費を４万2,000円、次の使用料及び賃借料でバス借り上げ費用を６万3,000円、それぞれ見込むものでございます。
　13ページをお開きください。地域振興費のコミュニティ施設管理費62万円の増は、需要費で氷川コミュニティセンター誘導灯及び非常照明器具の修繕を、次の備品購入費で同所に設置する消火器を購入するものです。

　次のコミュニティ施設整備事業費464万9,000円の増は、工事請負費で栃久保自治会館の老朽化に伴い屋根及び外壁改修工事を見込むものです。
　次の基金運用費、財産調整基金費5,700万円の増は、財源調整に伴う基金積立金の増でございます。

○総務課長（原島　　肇君）　続きまして、車両費の車両管理費では、需要費で消耗品費、タイヤ購入費の増でございます。18の備品購入費では軽バン購入費の残りの不用額の計上でございます。
○住民課長（宮田　昭治君）　次に、14の諸費、町税過年度還付金10万円の増につきましては、過去の前納付の税に対する還付申告によりまして還付が生じたためでございます。

　次の14ページの款02総務費の税務総務費、税務総務費の39万3,000円の増につきましては、職員給与の調整によるものでございます。

　次の01の戸籍住民基本台帳費647万5,000円の減につきましては、職員１名産休による減を見込むものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　続きまして、総務費、選挙費に入ります。

　選挙管理委員会費、選挙管理委員会費は次ページにつながりますが、人件費の調整となります。

　15ページをお願いします。続きまして町長選挙費の275万5,000円の減は、01の報酬から、次ページ14の使用料及び賃借料まで、事業執行済みによる不用額でございます。

　16ページ中ほど、指定統計費の経済センサス調査費は、統計調査費委託金の交付決定額が増になったことから増とするものでございます。
○福祉保健課長（清水　信行君）　款03民生費でございます。

　社会福祉総務費では、職員普通旅費として障がい者で町外の施設に入所している方について認定調査を実施する必要が生じたことから３万円を計上し、国民健康保険事業費では人件費について所要の増額をするものでございます。
　17ページをお開き願います。高齢者福祉地域支援事業費では、歳入でご説明をいたしましたとおり、東京都社会福祉費補助金を２分の１の補助率で受け、奥多摩の福祉サービス高齢編を高齢者がいる世帯1,465世帯に発送するための郵券代として35万2,000円の増額、高齢者緊急通報システム事業費では、主に今年度中に新たに緊急通報システムを設置する見込みとして５件分の機器購入費及び設置費と、既存のシステムのうち15台についてのバッテリー交換手数料等50万1,000円の増額、火災安全システム事業費では、緊急通報システムと同様に新たにシステムを設置する見込みとして５件分の機器購入費及び設置費28万6,000円を増額するものです。

　次の介護保険事業費ですが、人件費につきましては、この７月１日付の人事異動に伴い欠員が生じたための所要額の調整でございます。

　18ページをご覧ください。繰出金につきまして、介護給付費繰出金では、当初予算では概算で計上いたしました給付費を、今年度からの第５期介護保険事業計画に基づき増額し、合せて地域支援事業費についても増額することと、新たに介護予防・日常生活支援総合事業を実施するために、地域支援事業費の財源組替による調整、事務費繰出金では、介護保険システムリース料等の確定に伴う減額により、差し引き223万8,000円を減額するものでございます。
　続いて、介護予防ケアマネジメント事業費ですが、地域包括支援センターに設置しているシステムについて、介護保険法の改正に伴う対応ソフト及び電送ソフトの購入のための増、地域包括支援センターで使用するため計上していたカラーレーザープリンターについて、他のプリンターを兼用して使用することに伴う減額により、差し引き13万9,000円を増額するものです。
　次の介護老人福祉施設運営助成事業費は、平成24年度からの介護報酬の地域区分の見直しにより、当町が経過措置の適用地域から外れたことから、経過措置が終了する平成26年度までの３年間について、特に介護報酬がマイナス改定となった介護老人福祉施設の運営費に対して、経過措置の対象となった場合の介護報酬との差額を助成するため新設したもので、平成24年度につきましては2,150万円を見込むものでございます。

続いて、児童福祉費でございます。児童福祉総務費では、人件費及び旅費について所要額を増額するものです。
19ページをお開き願います。子ども手当事務費では、これまでの児童手当に関するシステムについて、当初予算において既に改修しておりましたが、児童手当法の改正に伴い新たに所得制限による判定等を設けたことに対応するための改修費として278万円を追加するものです。
次の子ども家庭支援センター事業費は、人事異動に伴う人件費について所要額の増額を行うものです。
続いて、款04衛生費です。

保健衛生総務費では、人件費について所要額を増額するものです。
20ページをご覧ください。予防費では、定期予防接種事業費においてポリオの予防のためのワクチン接種について、既に８月号の広報おくたまでもお知らせしておりますが、予防接種法の改正により、これまで生ワクチンの経口による集団接種が８月末で終了となり、この９月１日から毒性をより減少させた不活化ワクチンの注射による接種を個別で行うこととなったことから、今後見込まれる対象者に対する注射手技料に薬剤料を加えた額を委託料として20名分増額したものでございます。
次の遠隔予防医療相談事業費では、国民健康保険に加入している方の医療費について、特定の月のレセプトの内容から生活習慣病等に関連する医療費を把握し、分析するためのデータ集積に従事するための臨時職員賃金20万円を新たに計上したもので、遠隔予防医療システムについては、当初予算で計上した保守委託料を、この遠隔予防医療事業を共同で行っている慶應義塾大学で負担することとなったため、不要となった委託料の減により差し引き200万7,000円を減額するものです。
次の食育推進事業費では、備品購入費において事業の実施に必要な備品として、説明欄にあるソフト等を購入するため新たに計上したものです。

○住民課長（宮田　昭治君）　次の環境衛生費、環境衛生総務費134万5,000円の増につきましては人件費の所要額の増を見込むもので、次のページの清掃総務費13万6,000円の減につきましても、職員の人件費の調整によるものでございます。
　次の塵芥処理費、ごみ処理事業費780万円の増につきましては、12の役務費の３万9,000円の増のほか、13の委託料776万1,000円の計上で、平成25年４月からごみ料金の負担方法の変更を予定しております。現在、月100キログラム、年間500円を、袋を購入してもうらう方式に変更する予定で、１袋20リットルで、平均一般家庭で月16枚使用する計算によりまして、月額480円ほどを予定しているため、袋の製造委託料として計上しております。
○観光産業課長（加藤　博士君）　次に、款06の農林水産業費でございます。
農業委員会費の９万5,000円の増額につきましては、職員手当等の調整によるものでございます。
次の農作物有害鳥獣対策事業費107万8,000円の減額につきましては、備品購入費では当初予定していました動物用の捕獲檻の購入をやめ、足くくりわなに変更することによる減、22ページの負担金・補助及び交付金では、ワサビ田防護ネット設置事業量の減少に伴うことによるものでございます。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次の03簡易給水施設管理費でございますが、財源組替を行うものでございます。
○観光産業課長（加藤　博士君）　次の農業振興総務費22万1,000円の増額でございますが、白丸のアースガーデンの浄化槽の鉄製のふたが、腐食により３枚ほど穴があいたため修繕することによるものです。

　次の町農林業等振興事業費21万2,000円の増額でございますが、峰谷の燻製施設の換気設備を修繕するためのものでございます。

　次の山村振興事業費の30万円の増額でございますが、体験農園の管理棟と温室の水道管が口径50ミリとなっているものを30ミリに変更するものです。口径は細くなりますが、施設の運営上支障は出ないと計算されていますので、経費の節減になると思われます。
　次の多摩の森林再生事業費496万7,000円の減額でございますが、東京都との契約額確定に伴うものでございます。
需要費の印刷製本費と、23ページの役務費の郵券代の増額につきましては、新たな取り組みとして山林所有者にダイレクトメールを送付するための必要見込額を、委託料の健康診断委託料は森林再生事務局職員と検査員の健康診断分をそれぞれ増額するほかは、契約確定に伴う調整でございます。
　23ページをお願いいたします。花粉症発生源対策事業費の845万2,000円の減額につきましても東京都との契約額確定に伴うもので、調整でございます。
　次の環境政策推進事業費の230万円の増額でございますが、平成23年度で実施しました木質資源地域循環システム構築検討委員会で提言されました、木材の搬出方法を実証するための実験を行う必要経費をお願いするもので、都の２分の１の補助を受けて行う事業でございます。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次の04林道治山費465万円の増額につきましては、内訳で需要費35万円の減、工事請負費で林道維持補修増によります300万円の増、都補助林道開設事業費200万円の増でございます。
○観光産業課長（加藤　博士君）　次の水産業総務費18万5,000円の減額でございますが、職員手当等は調整に伴う増額、旅費の7,000円の増額は検討委員会設置による費用弁償を、委託料については平成25年度の補助申請に向けて157万5,000円を増額するもので、工事請負費の200万円の減額につきましては、来年度に工事を予定するために減額するものでございます。
　次に、款07商工費でございます。

　25ページをお願いいたします。観光総務費1,453万5,000円の増額でございますが、給料から共済費までは人件費分の増を、需要費の印刷製本費は昨年作成しました観光パンフレットと山里歩き絵図の在庫が少なくなってきたことから、パンフレットを３万部、山里歩き絵図を4,000部印刷するために、委託料につきましては、写真を電子データで提供することが増えてきたため、ポジフィルムで管理している写真をデータ化するために、備品購入費につきましては、デジタルカメラとイベント用のスタッフジャンパーを新調するため、それぞれ増額をお願いするものでございます。
　次の観光施設維持管理費164万5,000円の増額でございますが、修繕費につきましては日原鍾乳洞上のトイレの電気取り替えと、もえぎの湯の洗い場の電気設備が湿気により腐食して漏電の危険があるため修理を、委託料につきましては、丹三郎直売所横の観光トイレ清掃を指定管理者が行っていましたが、３月で指定管理者が撤退したため新たに清掃委託を行うため、備品購入費につきましては、青目立不動尊休み処のカーテンが消防法に違反しているため防火カーテンとするため、それぞれ増額するものでございます。
　次のページの観光施設整備事業費29万4,000円の増額でございますが、鳩の巣荘実施設計委託料は契約により減額となったものの、撤去工事監理委託料の見込額が増えたことと、改築後の健全な運営が行えるよう運営計画のアドバイザー委託を予定することから増額をお願いするものでございます。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次の款08の土木費、土木総務費54万8,000円の増額につきましては、01土木総務費内で給料及び職員手当見直しによる29万8,000円の増、02道路台帳整備事業費の委託料で、台帳補正料の増によります25万円の増になります。

　次の項02道路橋梁費、道路維持費143万円増額につきましては、需要費３万円の増、次の27ページ上段、委託料で立木伐採委託料100万円の増、備品購入費25万円の増、立木等物件補償費で15万円の増をお願いするものでございます。
次の02道路新設改良費681万4,000円の増額につきましては、委託料400万円の増、公有財産購入費1,128万6,000円の減、補償・補填及び賠償金1,410万円増につきましては、27ページから28ページにかけましての説明欄記載のとおりでございます。

次の目02町単独道路新設改良事業費の440万円の増額につきましては、工事請負費、公有財産購入費、補償費のそれぞれ増額によるものです。内容につきましては、説明欄記載のとおりでございます。
次の河川改良費につきましては、集中豪雨等の影響によります沢の改良工事を実施するために100万円の増額をお願いするものでございます。

次の住宅管理費287万9,000円の増額につきましては、次の29ページ上段に記載されています職員手当、賃金、需要費の修繕費、それぞれ増額をお願いするものでございます。
○企画財政課長（若菜　伸一君）　次の公共下水道費、下水道事業特別会計繰出事業費2,085万3,000円の増は、下水道会計への繰出金です。

　次の公共施設排水設備等接続事業費420万円は、新たに委託料で平成25年度に氷川地区、大丹波地区が供用開始となることに伴い、町有施設の排水設備等接続工事に先立ちまして、庁舎を初め22の町有施設の実施設計委託料を見込むものでございます。

○総務課長（原島　　肇君）　款09消防費に入ります。
消防費の非常備消防総務費は177万円を増額し5,188万3,000円とするものです。
次ページの30ページ上段の非常備消防総務費は人件費の調整です。

続きまして02消防団費では、主に積載車車検と新入団員増に伴う補正でございます。01報酬は消防団員報酬増、団員５名分を見込んでおります。需用費のうち消耗品費は、消耗品の増は消防団員制服一式を13名分を見込んでおります。修繕費増につきましては、積載車の車検費用になります。役務費では新規車検登録費用増、火災保険料も車検の費用でございます。備品購入費では消防団員ヘルメット６個分を見込んでおります。19負担金・補助及び交付金では、団員が増になった分を見込み福祉共済制度の加入負担金が増となっております。27の公課費につきましても、車検費用でございます。
続きまして、03消防施設費は199万円を増額し2,333万1,000円とするもので、消防施設維持管理費の中で主なものは、次ページをご覧ください。15工事請負費で防災行政無線地区内放送設備に不具合を生じたため修繕を試みましたが、改善できず、設備の交換工事となったものでございます。これは、自治会等のページング放送の機器に異常があったもので、現在は修復されたもので運用しております。
続きまして、防災費では437万2,000円を増額し、3,580万7,000円とするものですが、需要費の消耗品費では、災害時備蓄品で当初で漏れておりました乳幼児用のミルク、哺乳ビン、女性用の生理用品を追加したもの、食糧費のでは防災訓練時の炊き出し食材一式の増、12役務費では優良防火対象物の認定継続申請書の作成、これは２年に１回となりますが、文化会館、福祉会館の手数料でございます。
工事請負費につきましては、当初、防災倉庫を備品購入費での設置を計画いたしましたが、各学校の敷地の基礎整備が必要なことから工事費に計上し直して整備を行うものでございます。1,758万1,000円の計上となります。
備品購入費では防災倉庫を15の工事請負費に移したことによる減、それと発電機を各自治会に配備したものの追加分で、棚沢の地域福祉集会施設多喜蔵庵に１台設置をする分でございます。また、回転灯につきましては、７月の日原の土砂災害時に先行して回転灯を買わせていただいたものでございます。
以上で消防費の説明を終わります。

○教育課長（井上　永一君）　次に、款の10教育費でございます。
まず、項の１教育総務費の事務局費ですが、103万2,000円の減額となります。次の32ページの上段まで人件費によるものでございます。

次に、教育指導費でございますが、332万1,000円の増額でございます。賃金では、学校図書館指導員を114万1,000円、学習等補助員賃金を107万9,000円、負担金・補助及び交付金で言語能力向上推進事業補助金が60万円、スポーツ教育推進校事業補助金が50万1,000円を計上させていただきました。
賃金の学校図書館指導員につきましては、平成23年度で各学校へ学校図書蔵書管理システムを導入し、合せて図書を購入いたしましたが、そのシステム運用と図書整理、児童・生徒指導を行うため、学習等補助員賃金につきましては、氷川中学校へ中国から転入した生徒がございまして、在校生への学習環境の影響を考慮し補助員をつけたことにより、負担金・補助及び交付金は、全額が都の委託金で補助するものですが、まず言語能力向上推進校として東京都教育委員会から、昨年から古里小学校及び氷川中学校の２校が指定されておりますが、ここで氷川小学校も指定されたことにより補助金として60万円、スポーツ教育推進校へも氷川小学校が指定されたことで50万1,000円の補助金の交付を行います。
事業の内容でございますが、言語能力向上推進事業につきましては、新学習指導要領の実施に伴い、すべての教科等で記録、説明、論述などの言語活動を行い、言語能力を育むことが求められております。こうした言語能力に対するニーズの高まりを受け、東京都教育委員会で平成23年度から開始した事業で、言語能力推進校として３年間指定し、活字に親しむ学校づくりを通して言語能力の向上を図ることとなり、氷川小学校では読書環境の充実、発表活動を奨励、話し合いの活動指導の工夫を通して言語能力を推進していく取り組みが認められ、今後３年間で教職員の研究、研修活動も含めて学校全体で言語能力の向上を図るもので、研究事業への講師謝礼、研究図書の購入費、研究報告書印刷代などに活用するための補助金となります。

スポーツ教育推進校事業は、学習指導要領改定の趣旨を踏まえ、児童・生徒の健康増進や体力向上を図り、積極的にスポーツに親しみ、心身の調和的な発達を遂げ、平和な社会の実現に貢献することができるようスポーツ教育を推進する事業で、氷川小学校では基礎体力の充実を高め、運動に慣れ親しみ、互いに協力する態度を育てる活動を推進していくことでスポーツ教育推進校として認められ、事業に使用する備品購入費等を補助するものでございます。
次に、項の２小学校費でございます。

小学校建設事業費で120万5,000円の増額となります。委託料で今年度予定しておりました工事関係の委託料が確定したこと、及び次年度実施を予定しております古里小学校校舎外壁等改修調査設計業務委託料を計上させていただいたものでございます。

33ページをお願いいたします。項の３中学校費でございますが、教育振興費が総額で70万6,000円の増額となります。内訳でございますが、中学校教育振興費の55万1,000円の増額につきましては実績によるもので、古里中学校教育振興事業費の９万5,000円、氷川中学校教育振興事業費の６万円の増額につきましては、それぞれ一般教材用備品購入費の増額によるものでございます。
次に、項の４給食費、給食管理費でございますが、27万2,000円の増額につきましては、人件費でございます。
次に、項の５社会教育費でございますが、715万2,000円の増額となります。内訳でございますが、34ページをご覧ください。社会教育総務費の394万4,000円の増額につきましては、人件費でございます。

教育文化振興事業費の300万円の増額につきましては、国際交流音楽祭委託料として、昨年、羽村市のゆとろぎ、大田区福祉会館で世界に名だたるウイーンのオーケストラを招いての音楽祭を開催いたしましたが、今年度も音楽の都であるウイーンから演奏者をお招きし、演奏会を開催したく計上させていただきました。演奏会では羽村市と奥多摩町の中学生を主体として編成された合唱団による歓迎演奏をし、12月のウイーンへの訪問での交流につなげたいと考えております。

次に、文化会館管理費の20万8,000円の増額につきましては、視聴覚室等でコンサートや演奏会等をする際、２列目以降の方たちが指揮者等を見づらいというようなこともございまして、踏み台式の１段高くなっております簡易ステージを購入したく計上をさせていただきました。なお、この簡易ステージは持ち運びも可能なものとし、ほかの場所でも活用をしたいと考えております。
次の水と緑のふれあい館運営事業費は70万7,000円の増額となります。主に人件費、次の35ページの備品購入費として、リニューアルオープンいたしました水が生まれるコーナーの監視カメラ等の購入によるものが主な内容でございます。
次の図書館費でございますが、１万4,000円の増額につきましては、コピー機使用料の増額によるものでございます。
項の６保健体育費でございます。

保健体育総務費は、国体実行委員会補助金として250万円の増額となります。歳入でもお話させていただきましたが、第68回国民体育大会の開催気運を醸成し、その開催を記念するために行う事業に対する都補助金制度が整備されたことにより、町では、その補助金により登計原総合公園に大会のマスコットキャラクターである「ゆりーと」を装飾した時計の設置を計画しております。ここでリハーサル大会も終了したことから事業を検証し、さらに気運の醸成に努めたいと考えております。
次の体育施設費は224万2,000円の増額となります。内訳でございますが、学校開放事業費の38万2,000円の増額につきましては、学校開放用の照明の修繕費を計上させていただきました。
36ページをご覧ください。総合運動場維持管理費の186万円の増額でございますが、工事請負費として180万円を計上させていただきました。これは、現在、芝生化の工事をしておりますが、散水設備としてスプリンクラーを設置するための事業費として増額補正をさせていただくものでございます。
教育費につきましては、以上でございます。
○地域整備課長（川村　文雄君）　次の款11災害復旧費でございます。

　目の道路橋梁災害復旧費、町単独道路橋梁災害復旧費350万円の増額につきましては、集中豪雨等の影響によります災害復旧工事数の増によるものです。

　次の町単独河川災害復旧事業費200万円の増額につきましても、集中豪雨等の影響によります河川災害復旧工事数の増によるものでございます。

○企画財政課長（若菜　伸一君）　37ページをお開き願います。款12公債費、長期債元金償還費21万6,000円の増、次の長期債利子償還費66万2,000円の減は、いずれも額の確定によるものです。

次の款14予備費の27万5,000円の増は、予算調整によるものです。
それでは、最後の40ページをお開きください。町債の現在高の見込みに関する調書でございます。
左側から区分、前々年度末現在高、前年度末現在高、当該年度中増減見込額のうち当該年度中起債見込額、当該年度中元金償還見込額、右端が当該年度末現在高見込額につきまして、最下段の合計欄をご覧ください。左から、それぞれ30億747万6,000円、28億4,510万4,000円、１億8,103万2,000円、３億1,153万2,000円、27億1,460万4,000円となっております。
以上で一般会計補正予算の説明を終わります。
○議長（清水　典子君）　以上で議案第57号の説明は終わりました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで暫時休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午前11時５分から再開といたします。

午前10時51分　休憩

午前11時05分　再開

○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。

　次に、議案第58号及び議案第59号についての説明を求めます。観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　議案第58号　平成24年度奥多摩町都民の森管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。
　５ページをお開き願います。歳入でございますが、雑入は自炊施設が完成したことにより2万4,000円を増額するもので、実費徴収金は各教室での資料代を実費としていただくもので、46万1,000円を増額するものです。
　繰越金につきましては、平成23年度決算の確定に伴い145万9,000円を増額するものでございます。

　次のページをお願いします。歳出でございますが、一般管理費につきましては職員の超勤手当を増額するもので、事業費の需要費の燃料費につきましては、車の燃料として５万円を、役務費の通信運搬等は資料送付にかかる郵券代として７万8,000円を、火災保険料等につきましては、ボランティアグループの発足に伴う保険料として15万6,000円を、委託料につきましては、委託内容の精査と指導員数の見直しにより88万5,000円を、備品購入費につきましては、管理用備品を購入するため２万5,000円をそれぞれ増額するものでございます。
　７ページをお願いいたします。給与費明細書でございますが、３行目の比較のとおり75万円を増額するもので、内訳につきましては下段のとおりでございます。

　以上で議案第58号の説明を終わらせていただきます。

　続きまして、議案第59号　平成24年度奥多摩町山のふるさと村管理運営事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明いたします。

　５ページをお開きください。歳入でございますが、平成23年度の決算が確定したことに伴い繰越金を364万7,000円増額するものでございます。

　次のページをお願いいたします。歳出の利用管理費でございますが、電気料金の値上がりを勘案して光熱水費を207万9,000円、施設の老朽化による修繕費として100万円をそれぞれ増額するものでございます。

　予備費の59万5,000円の増額につきましては、調整でございます。

　以上で、議案第59号の説明を終わらせていただきます。
○議長（清水　典子君）　以上で議案第58号及び議案第59号の説明は終わりました。

　次に、議案第60号から議案第62号までについての説明を求めます。福祉保健課長。

○福祉保健課長（清水　信行君）　初めに、議案第60号　平成24年度奥多摩町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。
　５ページをお開きください。歳入でございます。

　款09繰越金のその他繰越金は、平成23年度の会計が確定したことから5,925万3,000円を追加し、6,925万3,000円としたものです。

　６ページをご覧ください。
　款02保険給付費の退職被保険者等療養費ですが、補装具等の需要が増えたことから実績により10万円を追加し20万円としたものです。

次の款07共同事業拠出金でございますが、高額医療費共同事業拠出金の５月から７月分について、平均の拠出額が300万円を超えており、そのため年間の見込額を積算し増額するものです。

款09基金積立金でございます。歳入でご説明いたしました繰越金について、今回の補正予算において歳出で所要の増額を行った余剰額を基金に積み増しし、保険給付費の急激な増加に対応するため1,995万5,000円を追加し2,000万円とするものです。
款11諸支出金の一般被保険者保険税償還金は、これまで国民健康保険の被保険者であった者が10年以上さかのぼって社会保険に加入していたことなどの事例が多く発生したため、今後同様の事例等に対応するため60万円を追加するものです。

７ページをお開き願います。同じく諸支出金の償還金は、平成23年度の会計の確定に伴い国・都支出金及び療養給付費交付金を返還する必要が生じたことから、所要の額を追加するものです。

以上で議案第60号の説明を終了いたします。

次に、議案第61号　平成24年度奥多摩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお開き願います。歳入でございます。

款01保険料では、現年度分特別徴収、普通徴収保険料については、平成24年度住民税等の確定に伴う保険料の法算定により減額、滞納繰越分普通徴収保険料につきましては、平成23年度におきましては現年度分の滞納がなかったことから、平成22年度以前からの滞納繰越分のみとなったため減額したものでございます。
款03繰越金は、平成23年度の会計の確定に伴い663万3,000円を追加し663万4,000円とするものです。
６ページをご覧ください。歳出でございます。
款01総務費の一般管理費では、後期高齢者医療保険システムについて、委託業者が変更したことに伴い、委託料においてはシステム保守点検委託料の減、使用料及び賃借料においてはシステムを運行する機器の賃借料について、契約確定により減額となったことから、役務費の郵券代の増額と差し引きまして25万7,000円の減額とし、徴収費では保険料決定通知書の印刷について、一般管理費の委託料において一括して行ったため全額を減額するものです。

款02広域連合納付金では、保険料負担金について歳入でご説明したとおり、現年度分の保険料が減額となったことから、財源を一般財源に組み替えて納付金に充てるための財源組替で、増減はございません。

７ページをお開き願います。款03保健事業費の健康診査費では、健康診査等医療機関に委託する人数について、当初の積算より増える見込みとなったことから41万2,000円を追加するものです。
款04葬祭費は、１件当たり５万円の葬祭費について、実績により４件分増額したものです。

款05諸支出金の保険料還付金は、被保険者の死亡等に伴い発生する保険料の過年度還付金を66万8,000円追加し116万8,000円としたもの。次の一般会計繰出金は、歳入での滞納繰越分普通徴収保険料の減額に伴い、一般財源に財源組替を行ったものです。
８ページをご覧ください。款06予備費は財源調整のため50万円を追加し153万4,000円とするものです。
以上で議案第61号の説明を終了いたします。

次に、議案第62号　平成24年度奥多摩町介護保険特別会計補正予算（第１号）についてご説明いたします。

５ページをお開き願います。歳入でございます。

款01保険料は、今年度から第５期事業計画の開始により新たな保険料額で本算定を行った結果、第１号被保険者保険料の現年度分特別徴収及び普通徴収保険料について増額となり、滞納繰越分保険料については、滞納繰越額の確定により増額とするものです。
次の款03国庫支出金から款07繰入金までの過年度分につきましては、過年度分の給付費にかかる法定負担金等が発生した場合に備えての窓開けとして、それぞれ1,000円を予算計上しておりましたが、過年度分の負担金等の追加交付の見込みがないことから、それぞれ減額をするものです。

最初に、国庫支出金の介護給付費負担金ですが、第５期介護保険事業計画に基づく介護サービスの利用の見込みにより増額し、調定交付金については、全国的な高齢化率の進展と景気の低迷に伴う所得の伸び悩みにより、後期高齢者の割合等の指標等に変化が生じ、当初見込んでいた調整率が下がったことにより減額するものです。
次の地域支援事業交付費については、今年度から地域支援事業において介護予防・日常生活支援総合事業を実施することから、事業費の増減が介護給付費の３％から４％に増額となったため増額するものです。

６ページをご覧ください。次の支払基金交付金の介護給付費交付金についても、国庫負担金と同様に計画に基づく利用の見込みによる増額、地域支援事業費の増額に伴う追加であります。
続く都支出金についても同様で、計画に基づく利用の見込みによる増と地域支援事業費の増額により追加です。

７ページをお開き願います。介護給付費安定化基金交付金ですが、平成12年度からの介護保険制度発足と同時に介護保険財政を安定的に運営することを目的に、保険料を原資として国が定めた拠出率を基に都が定めた率に基づき、国・都・町がそれぞれ３分の１ずつを負担して基金に積み立てたものが財政安定化基金で、東京都においては現在の基金残高からゼロ％と拠出をしておりませんが、平成23年度の法改正により、平成24年度に限り基金に積み立てた額を取り崩して保険料率の抑制に充てることが可能となったため、平成12年度から平成20年度までに積み立てた額の町負担分811万4,000円を取り崩すものです。

なお、これにより当町の介護保険料は、標準月額で104円減額となっております。
款07繰入金ですが、介護給付費繰入金及び地域支援事業繰入金については、第５期事業計画に基づく一般会計からの法定負担金等の増額、その他一般会計繰入金については、歳出の一般管理費における減額分相当額の減及び地域支援事業において事業費を超過して実施していた部分の一般財源からの充当について、総合事業を実施したことにより減額をするものです。
８ページをご覧ください。款09使用料及び手数料ですが、総合事業の開始により、これまで市町村特別給付として保険料を活用して要介護認定者及び要支援認定者に対して行っていた配食サービスについて、二次予防対象者から要支援認定者までについては、総合事業配食サービスとして実施することから、利用者からの負担金について増額し、介護予防デイサービスについては、その一部を総合事業において実施することから新設したものでございます。
款10繰越金は、平成23年度の会計の確定により1,732万5,000円を追加し1,732万9,000円とするものです。

９ページをお開き願います。歳出でございます。
款01一般管理費では、介護保険システムの委託業者を変更したことに伴い、介護保険システムについてリース契約を締結いたしましたが、契約金額の確定による減と、委託料により保険料の当初決定通知の作成業務にかかる増との差し引きで33万3,000円の減額とするものです。
款02保険給付費の介護サービス等諸費でございますが、当初予算で計上いたしました額に第５期介護保険事業計画に基づき1,634万円を追加するもので、地域密着型サービス給付費、具体的には認知症高齢者グループホームへの入所者に対する給付費ですが、これを除いた各サービス給付費の増額を見込んだものでございます。
次の介護予防サービス給付費の20万円の追加につきましては、介護予防福祉用具購入費、主にシャワーチェア、ポータブルトイレ等の購入費の増加によるものです。
10ページをご覧ください。審査支払手数料11万4,000円の減は、審査支払手数料の１件当たりの単価が95円から76円に減額改定されたことによるものです。
高額介護サービス費の100万円の追加は給付費の伸びに伴うもの、高額医療合算サービス費の減額は実績の見込みにより減額するものです。

11ページをお開き願います。町特別給付費では、先ほど歳入でもご説明いたしましたが、地域支援事業において、介護予防生活支援総合事業において二次予防対象者及び要支援認定者に対する配食サービスを実施することによる減額で、保険料を財源とする町特別給付費を減額することで保険料率の軽減につながっております。

特定入所者介護サービス等費では、400万円を追加するもので、主に施設入所者に対する食費や居住費に対する補足的な給付であり、施設給付費等の伸びに合わせて増額するものです。

12ページをご覧ください。地域支援事業費の介護予防事業費では、新たに介護予防・日常生活支援総合事業を実施することに伴い、給付費の４％までに増額した地域支援事業を活用して総合事業配食サービス、総合事業介護予防デイサービスの実施にかかる増、及びこれらのサービスを提供するための地域包括支援センターにおけるケアマネジメント事業費の増によるものです。

一次予防事業費では、ただいまご説明した介護予防・日常生活支援総合事業において、介護予防デイサービスの一部を実施することにしたため、該当する事業費を減額するものです。

13ページをお開き願います。包括的支援事業・任意事業費についても、地域包括支援事業費の上限額の増加に伴い一般財源から特定財源への財源組替で、予算の増減はございません。

款04基金積立金は、滞納繰越分の保険料額の確定に伴う保険料相当額、及び歳入でご説明した東京都介護保険財政安定化基金からの交付金について、今後の事業運営のため介護給付費準備基金として積み立てるための予算措置です。
14ページをご覧ください。款06諸支出金の第１号被保険者保険料還付金の21万1,000円の増は、第１号被保険者の保険料について、死亡、転出等による資格喪失に伴い発生する過年度分の保険料還付金のための増額です。
次の償還金は、平成23年度の会計の確定に伴い超過負担となっている国・都支払基金負担金及び交付金について返還するための増額です。
一般会計繰出金は、同じく会計の確定に伴い一般会計に返還するための増額です。

款07予備費は、財源調整により200万1,000円を追加し275万5,000円とするものです。
これで議案第62号の説明を終了いたします。

以上で、議案第60号、議案第61号及び議案第62号についての説明を終了いたします。

○議長（清水　典子君）　以上で、議案第60号から議案第62号までの説明は終わりました。
　次に、議案第63号についての説明を求めます。地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　議案第63号　平成24年度奥多摩町下水道事業特別会計補正予算（第１号）につきましてご説明申し上げます。
　６ページをお願いいたします。歳入でございます。
款03国庫支出金、01公共下水道事業補助金993万7,000円の減、次の02浄化槽市町村整備推進事業費補助金１万6,000円の減につきましては、国庫補助金内示額の減になります。
次の款05繰入金、01一般会計繰入金2,085万3,000円につきましては、下水道事業及び浄化槽市町村整備推進事業の繰入金になります。
次の款08町債、01下水道債450万円の減額につきましては、借入金の減額によるものです。
次に７ページをお願いいたします。歳出でございます。
款01総務費、02維持管理費162万9,000円の増額につきましては、小河内処理区内で国道411号線の舗装工事に伴いますマンホールなどの修繕費161万8,000円の増と、委託料で水質検査項目の増加によります１万1,000円の増額です。

次に款02事業費、01下水道事業費387万9,000円につきましては、小河内処理区で職員手当38万円の増、奥多摩処理区で職員手当17万円、認可変更設計業務委託332万9,000円、それぞれ増額をお願いするものです。
次の項の02浄化槽市町村整備推進事業費の250万8,000円増につきましては、給与費及び職員手当の増額、次ページの需要費で修繕及び工事請負費で放流管敷設工事費の増額によるものでございます。
８ページ中ほどの款03公債費、02利子159万1,000円の減額につきましては、説明欄記載のとおり借入金の額の減によるものでございます。

次の款04予備費につきましては、調整によるものでございます。

次の９ページにつきましては、給与費明細書でございます。
比較欄で給与費で77万6,000円の増額となります。
　以上で議案第63号のご説明を終わります。

○議長（清水　典子君）　以上で議案第63号の説明は終わりました。

　以上で全議案の説明は終わりました。

　これより質疑に入ります。議案第57号については歳入歳出それぞれを一括して質疑を行い、議案第58号から議案第63号までについては、歳入歳出含めて一括して行います。

初めに、議案第57号の歳入の質疑を行います。質疑があればお願いします。質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第57号の歳入の質疑を終結します。

　次に、議案第57号の歳出の質疑を行います。質疑があればお願いします。１番石田芳英委員。

○１番（石田　芳英君）　ちょっとこれに関係するかわからないんですけれども、大氷川の日向人道橋が完成したわけですけれども、ちょっと通行してみますと、さびがちょっとついているというような所がございまして、それの修繕というか、それはどのような方針、ちょっと汚いような感じですので、どのような手当てをされるのかちょっとお伺いいたしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　地域整備課長。
○地域整備課長（川村　文雄君）　１番石田委員のご質問にお答えします。
　日向の人道橋につきましては、あのさびが仕上げとなってございます。それで、さびが、今まだ落ち着いていないんですけど、さびが落ち着きますと、もうちょっといい色になりまして、そのさびが、普通の鉄製の橋ですとペンキを塗装したりいろいろな塗装を保護しなければならないんですけど、さびで鉄材の保護をするということでございますので、そのまま維持管理がかからないというような工法でございまして、今の段階ではちょっと美観上、問題があるかなと思いますけど、やがてこれで落ち着きますと、もっと茶色いいい色になるかなと思っておりますので、現状の色がちょっと変わる程度と考えております。
　以上でございます。
○議長（清水　典子君）　ほかに。７番師岡伸公委員。
○7番（師岡　伸公君）　それでは、３点お願いいたします。
　１点目は、21ページ、衛生費の中のごみ処理事業費で、指定の収集袋を今、依頼しているというお話を伺いました。今、500円ということですけれども、この480円で使い方によっては、ごみ処理の減量に伴って自分たちの負担も軽くなるというふうな解釈でよろしいのでしょうか、というのがまず１点です。

　それから、２つ目は、次の22ページ、農業振興費の中に山村振興事業費で管を細くして節約に努めるというお話がございました。このたぐいの判断というのは、どの辺の、どのくらいで、例えば工事費がペイするというか、追いつくというか、どの辺の判断でやられるのかなというのをちょっと教えていただければと思います。

　それから、３点目なんですが、24ページ、農林水産業費の中でイワナの里検討委員会委員費というのがございます。非常に奥多摩の場合には、やはりこの地を利用したこういうもののこれからの振興というものが、私は１つの目玉になっていくのかなと思いますが、今のところのこのイワナの里構想の進捗状況、現状をもし教えていただければというふうに思います。
　以上３点、よろしくお願いいたします。
○議長（清水　典子君）　住民課長。
○住民課長（宮田　昭治君）　７番師岡委員のご質問にお答えします。
　21ページのごみ処理事業費の中の一般廃棄物の指定収集袋の製造委託料につきまして、今現在、毎月100キログラムに対しまして500円をいただきまして、年間6,000円ということで、これは一般家庭でございます。

その金額に見合う量でいきますと、大体16袋ぐらい、20リットルの袋でございますけれども、16袋ぐらいを使用していただくと480円ぐらいで収まるかなというふうに一応計算をしております。年間排出量を、量で割りますとそのくらいになるということで考えておりまして、あと出し方を、やはり水をたくさん切っていただくとか、あるいは別に、今回一般質問でも質問されている中で、コンポストという一般家庭で生ごみをたい肥化できる物も町の方で補助しておりますので、そういうものも積極的に利用していただいて生ごみを減らしていただくと、負担する袋の量も減るということで、袋のお金につきましても負担が減るんじゃないかというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、２点目、３点目についてお答えいたします。
　まず、体験農園の水道の口径の切り替えでございますが、これ現在、50ミリですと、たしか２万数千円、基本料金がかかっています。これが30ミリになりますと、3,000円か　5,000円という数字ですので、１カ月で１万5,000円以上たしか違うという計算になっていますので、それが12カ月ですと18万円ぐらいですか。ですから、単純に計算すると３年から４年で、修繕費30万円かけても元になるのかなと思っています。
　なお、現在、管理棟と温室については、この基本料金内で賄っているということですので、特に追加の料金は出ていませんので、単純計算上の計算でいいのかなという解釈をとっています。

　それと、３点目のイワナの里の検討委員会の現状でございますが、これにつきましては、まだ１回しか検討委員会を実際には開いておりません。ただ、１回検討委員会を開いた中で、部会、それを設けまして、部会については各釣場といいますか、大沢の釣場と小河内の釣場、それと氷川の漁業会の組合長等専門的な人、それと東京都の方に入っていただきまして部会を開くという形で、今後開いていく予定です。
　なお、イワナの里の検討委員会、基本的には今、師岡委員が言いましたように、イワナというのは奥多摩町だけにもともと生息している魚と聞いております。ですから、そのイワナをメインに、今後、町の振興が行えればなということで、検討委員会を設置しまして、東京都のおさかなセンターの職員にも入っていただいていますので、今後専門的なことも含めて検討していきたいと思いますので、また進行しましたら、何か機会がありましたらば説明させていただきたいと思います。

　以上でございます。
○議長（清水　典子君）　ほかに。６番村木征一委員。

○６番（村木　征一君）　１点だけ教えていただきたいと思いますけれども、31ページに先ほど総務課長の説明で防災倉庫の設置工事、これ備品購入費から工事請負費にという話でございますけれども、どの程度の規模のものを、何カ所設置をするのか教えていただきたいと思います。
○議長（清水　典子君）　総務課長。
○総務課長（原島　　肇君）　６番村木委員のご質問にお答えいたします。

　防災倉庫につきましては、今年度、中長期的避難所といたしまして、小・中学校４校と日原、小河内の旧小学校を予定しておりまして、そこに設置をしたいということで６棟を考えております。

　大きさといたしましては、現在各自治会に置いてあるものの約３倍程度の大きさのものということで、当初は備品購入費として計上させていただきまして、各学校を歩かせていただきまして、設置場所につきまして、小・中学校の校長先生、教頭先生と確認をしてまいりました。そうしましたところ、設置だけでは足りず、基礎の整備が必要だということで、各場所から上げていただきまして、それを含めると工事でないとまずいということになりましたので、ここで替えさせていただく予定でございます。よろしくお願いします。
○議長（清水　典子君）　４番原島幸次委員。
○4番（原島　幸次君）　１つお聞きしたいんですが、36ページの款10の教育費の中の工事請負費で、登計原のグラウンドの天然芝生化新設工事の請負の関係で、契約は結んであって順調に進んでおりまして、内野の方も土が全部掘り起こされて新しく全部入って大分進んでいるんですが、先ほど聞きますと、スプリンクラーの設置ということになっていますが、これはスプリンクラーが増えるのか、当初からスプリンクラーの予定が入っていなかったのか、ちょっとその辺をお聞きしたいなと思いまして、よろしくお願いします。
○議長（清水　典子君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　４番原島委員のご質問にお答えいたします。
　６月の定例会で契約案件ということでご提案させていただきました登計原の天然芝生化の工事ですけれども、その時点ではスプリンクラー、散水設備については、スプリンクラーをすべて設置するという状況ではなくて、いろいろな形で散水設備を設置したいということで考えていたんですけれども、やはり状況を見まして、当初、天然の芝生化の部分等は散水設備としてスプリンクラーをということであったんですけれども、やはり土の部分でも地域にほこり等で迷惑がかかるというような部分もございまして、いろいろ検討した結果、すべてグラウンドを賄えるような形でスプリンクラーを設置したい、そのための散水設備を設置したいということがございまして、中で検討いたしまして、その部分について若干増額補正をさせていただかないとすべて賄えないということから、今回の補正をお願いしたところでございます。
○4番（原島　幸次君）　はい、わかりました。

○議長（清水　典子君）　ほかに。３番高橋邦男委員。

○３番（高橋　邦男君）　では、２点質問させていただきます。

　１点目は、31ページの消防費の中の防災費、備品購入費のところですが、発電機が棚沢の福祉集会所に設置されるということですけれども、発電機というのは非常時に使うということなんですが、各自治会に使用の仕方というんですか、非常時以外での使用とか、その辺についてどういう指導をしているかということと、１基当たり値段がどのぐらいするのか。
　それから、もう１点は、35ページの教育費なんですが、国民体育大会事業費250万円の増ということですが、記念行事、それから気運を高めるということで、先ほどのお話ですと時計の設置ということだったんですけれども、それ以外のものを何か考えていらっしゃるのかどうか。以上２点、お願いします。

○議長（清水　典子君）　総務課長。
○総務課長（原島　　肇君）　それでは、高橋委員の質問にお答えさせていただきます。
　まず初めに、発電機の使用方法につきましては、当初、各自治会に配布をした後、自治会の方に登計のグラウンドに集まっていただきまして、使用方法につきましては説明をさせていただきました。

　また、使用方法ですが、いつ使っていただいても構わないという方向ではいるんですが、正式に各自治会にその部分については周知をしていきたいなと思っております。

　それから、発電機につきましては、一式ということで投光器等もついておりますもので、36万5,400円というふうに伺っております。以上でございます。
○議長（清水　典子君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　それでは、３番高橋委員の国体関係のご質問にお答えさせていただきます。

　今回、補正予算で計上させていただきました250万円、これにつきましては、あくまでも今回、気運を高め、また開催を記念したということが残る事業ということで、東京都の方から使途については指定をされたものでございまして、その中には区市町村の一定の地域を装飾する事業、あるいは開催記念碑等を新たに設置する事業等、５点にわたって使途が決められております。この一定の地域を装飾する事業というのも、コース外でというようなこともございまして、金額等もいろいろ検討いたしましたり、周辺の自治体等ともいろいろこの部分について話をしたんですけれども、やはり最終的に残る部分ということで記念碑等の設置ということで、それをしようということに決めさせていただき、その中で金額的に「ゆりーと」をモチーフとした、それを掲げたような時計ということで、今回の補正予算の部分についてはそのような使い方をしたいと思っております。
　また、昨日、町長の方からもお話がございましたけれども、来年本大会に向けて気運を醸成して、やはり多くの方に応援していただきたいというようなこともございます。今回、リハーサル大会、いろいろな面から検証をいたしまして、来年に向けての非常にいい反省点ですとか、いろいろな部分が出たのかなと思っております。

　今回、それぞれの立場で多くの方にご協力いただきまして、その中でも反省点ということで何点もございますので、それらを見ながら来年の本大会に向けてさらに気運を高めながら、よりよい大会にしたいというふうに考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

○議長（清水　典子君）　ほかに。８番酒井正利委員。

○８番（酒井　正利君）　23ページの環境政策推進事業費の木質バイオマスの利活用システムの実証実験委託料なんですけれども、搬出方法を実験するということですけれども、詳しい説明をお願いしたいことと、もう１点、27ページの一番上の道路維持費の立木の伐採委託料ということの詳しい内容をお願いしたいと思います。
○議長（清水　典子君）　観光産業課長。
○観光産業課長（加藤　博士君）　それでは、８番酒井委員のご質問にお答えします。
　まず、木質バイオマスに関する搬出方法ということですが、平成23年度で検討委員会を設けまして、木質資源の循環システム構築検討委員会という形で報告書が出ております。その中に幾つか搬出方法につきまして提言等をいただいているわけなんですが、実際に奥多摩町にどれが合っているのか、また、地形的にどの方法がいいのかというようなことも、今回の中で検討したいと思っています。

　一例を申し上げますと、搬出方法につきましては、まずロープを張って発電機ですか、いわゆるモーターを使って引っ張り上げる引っ張りだことか、逆に上から下に下す、昔でいう鉄索という形ですね、そういうもの。ただ、長さはそんなに長くないわけなんですけれども。それとか、シューターをつなげまして、そこに木を流す方法とか幾つか提言されているんですけれども、先ほど申しましたように、町の地形等考えて、どれが一番適しているのか、また一番簡単にできるのか、そういうことも含めて今回実験を行いたいということでございますので、ご理解をお願いいたします。
○議長（清水　典子君）　地域整備課長。

○地域整備課長（川村　文雄君）　それでは、私の方からは立木補償の関係についてご説明させていただきます。

　こちらにつきましては、町道あるいは農道等に近くに大きな木が立っていまして、どうしても道路が日陰になってしまって、特に冬の通行に支障が出るということで、その伐採をということで、委託料と伐採補償費ということで、現在、各地域からいろいろな陳情等をいただき、また要望をいただいておりますので、今考えているのは150本を該当に考えております。
　なお、場所につきましては、町内、今考えているだけでも５カ所、今年は該当しておりますので、よろしくお願いいたします。

○議長（清水　典子君）　ほかに。７番師岡伸公委員。
○7番（師岡　伸公君）　２点お願いします。何ページのどこという数字のあれではないんですが、土木の通行止めのことでちょっとお聞きしたいんですが。
　数馬から白丸のダムのところの反対、いわゆる東京都交通局の管轄のところなんですが、今通行止めになっておりまして、ここ当分、やはり危険だということは存じ上げておりますけれども、今後どういうふうな形になりそうなのかということをちょっとお聞きしたいと思います。

　というのは、今、奥展等でいろんな方々があそこを歩いたり、見学したりしていますけれども、やはりどうしても反対側に行かざるを得ないということで、なかなか大変だなというストレートな声も聞こえてまいりましたので、ちょっとお伺いをしたいと思います。
　それからもう１点、34ページ、国際交流の音楽祭の委託料、ここは委託料ということで出ていますが、先ほどご説明あったように、生徒なり学生が今後出向くときの、大体の規模、派遣規模、予算とか個人負担分とか、今わかっている範囲で教えていただければと思います。

　以上２点、お願いします。
○議長（清水　典子君）　観光産業課長。

○観光産業課長（加藤　博士君）　７番師岡委員のご質問にお答えいたします。
　通行止め、今、交通局で管理しています白丸ダムの南岸道が、現在、一昨年から通行止めになっているということでございます。特に一昨年につきましては、上部からの落石防護柵とかネットを張るという形で工事に伴う通行止めだったんですが、その工事が終わると同時に、昨年３月11日に東日本大震災が発生しまして、その上部からまた大きな石が落ちてしまったということで、交通局の方で通行止めにしているということでございます。
　この通行止めによって、現在は国道411号を迂回しているわけなんですが、ここにつきましては歩道もないということで、また、狭い道で曲がりくねっているということで、非常に危険ということでございました。それで、実査には町も要望等を出しておりますし、観光協会長名で今年５月でしたか、交通局と環境局に早急に通行止めを解除してほしいと、もしくは新しい道を北岸に設けてほしいというような要望を出しております。それを町経由、いわゆる町長名で２局に上げてございます。現在、交通局、環境局の方でいろいろ検討していただいていると思いますが、いずれにしても、今直ぐに通行止めが解除になるということは、ちょっと難しいのかなということでございますので、もうしばらくお待ちいただきたと思います。
○議長（清水　典子君）　教育長。

○教育長（栃元　　誠君）　それでは、７番師岡委員のご質問にお答えをいたします。

　国際交流音楽祭のことだと思います。今回補正をいたしましたものにつきましては、先ほど井上課長の方から経緯、内容等についてお話をしました。今回10月18日に参加する子どもたちは、奥多摩の子どもたちが合唱で20名、羽村の子どもたちが約40名ということの、合唱団を組んでコンサートの前に事前に合唱をする予定でおります。
　それから、12月にウイーンの合唱祭に参加する子どもたちのメンバーですけれども、奥多摩の子どもたちが、18日に参加をする合唱団が20名全員行く予定になっております。それから、随行の派遣の職員等が６名、関係者26名、そのほかに現在、応援ツアーの募集をこれからするところでございます。これにつきましては、今後、人数が確定するというふうに思っています。

　予算につきましては、12月につきましては600万円ということで当初予算で組ませていただいております。以上です。

○議長（清水　典子君）　７番師岡委員。
○７番（師岡　伸公君）　ありがとうございました。
　個人の生徒の各家庭の負担というのは、どのような形でお考えになっているかですね。
○議長（清水　典子君）　教育課長。

○教育課長（井上　永一君）　12月の派遣の関係ですけれども、参加費用といたしまして個人１名で６万円ということで、今お願いしております。そのほかにいろいろ保護者の方等とお話ししている中で、当日の衣装の関係ですとか、その部分についても若干ご負担いただくようかなというふうに思っております。

　そのほか、当然パスポート類等については個人の負担でお願いしているというところでございます。

○議長（清水　典子君）　ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第57号の歳出の質疑並びにすべての質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第３　議案第57号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第57号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　お諮りします。会議の途中でありますが、ここで休憩にしたいと思いますが、ご異議ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　異議なしと認めます。よって、午後１時から再開といたします。

午前11時59分　休憩

午後 １時00分　再開
○議長（清水　典子君）　休憩前に引き続き会議を開きます。
　次に、議案第58号の質疑を行います。
質疑があればお願いします。質疑はありませんか。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で、議案第58号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
　日程第４　議案第58号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第58号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第59号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第59号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
　日程第５　議案第59号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第59号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第60号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第60号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
　日程第６　議案第60号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第60号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第61号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第61号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第７　議案第61号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第61号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第62号の質疑を行います。質疑があればお願いします。
（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第62号の質疑を終結します。よって、これより採決します。

　日程第８　議案第62号について、原案に賛成の委員は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第62号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。

　次に、議案第63号の質疑を行います。質疑があればお願いします。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（清水　典子君）　質疑なしと認めます。以上で議案第63号の質疑を終結します。よって、これより採決します。
　日程第９　議案第63号について原案に賛成の委員は起立願います。
（賛成者起立）

○議長（清水　典子君）　起立多数であります。よって、議案第63号については原案のとおり可決すべきものと決定しました。
　以上で本日の日程はすべて終了しました。

これをもって連合審査会を閉会とします。長時間ご苦労さまでした。

午後１時05分　閉議・閉会
　地方自治法第１２３条第２項の規定により、ここに署名する。
　　　　　　　　奥多摩町議会議長
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